
































































に 生 じ う る（Eldridge & Murcott ，2000；Hannon, 


















では 20 代がトップ（20 代の 40.5％が利用）、男性で
は 30 代（同 57.8％）に次ぎ 20 代（同 50.8％）、10
代（同 40.4％）とさらに高率である。下宿する大学
生の自炊頻度が、「全くしない」、「週に１回程度」、「週























































東 京 都 内 の 女 子 大 学 の 学 生 150 名（ 平 均 年 齢
















































































利用なし 年に数回 月に数回 週に数回 ほぼ毎日 合計
外食利用頻度
自宅 2 9 35 18 2 66
下宿 1 5 42 30 6 84
合計 3 14 77 48 8 150
既成弁当
利用頻度
自宅 15 17 20 14 0 66
下宿 8 11 24 38 3 84
合計 23 28 44 52 3 150
ファストフード
利用頻度
自宅 4 21 34 7 0 66
下宿 4 16 53 11 0 84
合計 8 37 87 18 0 150
自炊頻度
自宅 16 16 23 10 1 66
下宿 5 3 17 39 20 84









































法の 1 つであるグラウンデッド・セオリー（Straus & 
Corbin, 1998 ／操・森岡訳，2004）およびその修正















































の結果、外食で 230（平均 1.5）、既成の弁当で 215 （平






















































































































































































６．自習活動 ⑮自習活動 （27） 自習活動：勉強などの自習活動を行うために利用
（勉強場所確保のため）








































述を、グラウンデッド・セオリー（Straus & Corbin, 













意な差が見られた（味 Q（2）=32.41, p<.001; 健康 Q
（2）=18.53, p<.001; 手 軽 さ Q（2）=60.73, p<.001; 
代用品 Q（2）=86.52, p<.001; 社交 Q（2）=174.62, 
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